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【研究の名称】 

糸魚川地域における糸魚川-静岡構造線の研究 

 

【研究テーマ】 

最北部糸魚川-静岡構造線のテクトニクスを考察する． 

 

【研究内容】 

糸魚川市とその周辺で糸魚川-静岡構造線露頭（横川断層露頭）の観察や試料の採取，地

域に存在する岩石の観察や試料の採取を行った．これらを用いて室内ではルートマップや

断層の構造解析，薄片や研磨片の作成・観察，応力解析，XRDによる鉱物同定，SEM-EDSを

用いた観察と分析，ジルコンを用いた年代測定を行った． 

 

【研究のまとめ】 

横川断層の活動を4回に分類を行った．この4回の活動は①16-15Maの北部フォッサマグナ

地域での右横ずれテクトニクス, ②北部フォッサマグナの沈降, ③フィリピン海プレート

の収束, ④アムールプレートの東進の4つのテクトニクスによって活動したと考えた．また，

フォッサマグナパークの新第三系側に存在する断層岩のジルコンをU-Pb年代を測定したと

ころ，古生代の値のみが得られた．U-Pb年代の加重平均値は272±2.8Maと付近に存在する

虫川層から得られた中期ペルム紀の前期の年代（宇治原，1985；河合・竹内，2001）と調

和的である．また，虫川層下部からはジルコンのU-Pb年代の主要なクラスターとして，は

主要なクラスターとして282.7±1.9Maと276.7±1.7Maの値が得られている（Ohkawa et al, 

2022）． 
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